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I/ II了坤及露 79重要暮雨 マ損 脚 尊と温東の関係l
こ.I
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モ山 1_q t保 ＼ 拾I＼
､′(某都大挙化研 究取 武居研究宝)J､＼ /
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･㌦ i 轟 濃 雷('-1-諾 …去 る時代カ1!ら一
あ誓虫七あると富やれ'如 咽でも,苗木和雷の.
二 組 ･tL桓ら析居阜･如 普通ゐ家鹿 虫でr
一凍 る幸華に,又スフq)重要事虫であること町つや)※ .I

/ ては,･先に!私が報昔せる通りである.･T- ､ト
I:滴 して,坤 如如き鹿 野 両 夫多壷の宰
バ 虫呼名李は活動を停止する･Lそa?主なろ要因が温-
-鹿あ下る挺めやあること本官うまでちなや ･従つ 一
:て;シミが冬季温度低下のため加昏丑停止する限 .
界温虚を確か岬'くこきは/本音中り繋痕衰垂 ,
'の上に最も必要なt,占セあ8-,..倣うて,_ヰキト
上丘の幼虫を併読虫t,L,和噸 供読解料とし
･.て''′自然埠硬?宝で飼育し本署虫が温度低下のた

I. ･ 'tJ,Iノ ′ノ
､ー ′自然温度の塁で飼育した. ∫
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温度の記録 :皇塩を1週間巻自記塩皮計にて記二,ー■＼J

十 号 一線すT･':I I.
･以上あやと近.供或和紙1枚と'供成虫1匹を~′
･各1個の飼育容器に入れ'同様のものを29個造･一㌔
抄,質験開始後10叩 毎に',.9時よ.い声時までの･,A＼
･･､画に,供武郎 )加事戦況細察し準:加寧された
･供試餌卵 ,潔都度申換えその際これら20戯 i峨∴
,･訣虫が･lOP間yc加字しき甲積年測定して凍 脊L･
や 左記&,した･加啓面積測定の方 法キ･t,では,加■

∴ ､署された両軍や坊限紙1耗角に相質すろときに,･●ノ
七･こ噂 ,1として計昇t,言れが如何放た･li･るかむ∴

･思 芸監 芸慧芸霊警芝謡 孟宗去霊宝諾 芝 ､t

如くで.bる･ .- t ,
本研究は,京大防虫科挙研究所の委託研究資でl

/!芸;

た●ものでb.る
聡蛙と指示を
呼出武居三吉氏特

串するに雷Dl'常.rc怨

た声部大挙教授良質
る謝意を表すると共た,.

～∴1 本研究の法政に際しては研究者P小山英子氏にノ ノ̀
少からぬ助力を得た.㌧丑に記して感謝の意を零す
ち.
･.. ･-■'~ ＼
＼ ノ貸駿と観察の方法.
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畑轡 町 畔｢撃 * J纏 宜里 ･5甲 這 /
品 酪 苛 葦 竿 こ｡酵 cm;深さ 軒
. のものを使用.Lた･工 ,.
飼育怒藤堂･:京都木笹屋笹部防虫科垂研磨包内 ソ
-暖房設備なき,一時宝装置を施した
蘇山t11位治(1942)･デ'ミの蝕腎とろZ
i,との図駄防虫科学･.6.:
⊂防虫料蟹,7･8.9:30-32
I30
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沸Tl?たのである･加宰面積の計等にはでき柑る限一
芸 監 霊宝結 冨芸臭霊芝'(孟冨誓警 去認 ′一
得長t:患う､. ･′＼､
駁察記録甲概要,.及び飼育賓駿期間中の温度と＼
加事面積密封屈せる曲挽政義占如くであ.右.

匙 豪地 組鎧室生1.第1国';y主も元筈と温鮎 の園由
′ヽ 一__J_A,～___.___...__一･｡飼育室内自然温旺くlE]平均).加等両級∴ I)1 ､′●/̀ ′ゝ l

JTh'- ･' 1

/

ノ･-▲

' 義去画 業 芸 詰嘉男&'51停止した二十
軌間は･1聯 917年12月甲卵;ら翠昭和18年8月18･/ノ､-,
ノ日頃に到る間-T･あも.記録髭に示した温度抹1.日 ､
I/平均温度と.11日中に於ける放任温度を記入して匠 ,I,
いたが,供試虫たるヤマト㌢ミが活動車停止して
減感 を牲 する恥 鹿鵬の結抄 録 察ナ∴､I.-をtL英日の最嘩温度桓左右せられる手中 鳩 め七
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大で墾如く推測せrられる･1.日屯に於ける放任
が7CoL･以下であ･るときは'Li･てト･5,,ミの加
略ぼ莞重た停止する如く瓜われる. I訂

′ ･以上0_成績によ-,3て明らかな如く温度の下る′た
ノ.,従って供試虫を亘ヤマトシミの加重酌 は次軍に
･滅還しJ;文通由 ;上るに句も華?て鹿渡と?如 モ
ーの加宰面積が次第に増大して行Jぐこ･とは祝祭記録
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I(頑 な蛇すれば,かくの如き鞘 牢か とと一に
lより.{木耳虫の加啓を知 桝 的 もの-と甲 声の
である! .′

附Ra･:､傘は光に,防虫科挙罪6批昭和17年,及
･′ぴ･捌脚4弼P18年に.,.･ジミ亘岬 に醇 る
･警 告警雲ミEcnnB.諾 慧 雪慧 霊 ′∴

･'及び向曲娘で示した泊りで声i･従つ七,･甲紙及
) .ぴスフ措鮭の節 .岬 り′ては,.･でき如 限柑 塩
-_＼度の虫如 貯放し泣くと左を率要阜す号≠共に71
.特匹矢丑に貯放する倉庫にあ一咋 は理想としてはy.5
'ユ .倉蹟呼 皿離 つねにtW/7gケ以-LTに保持するJ

水原(朝鮮)郵 J･ミはテクも-/キミ C･longicau･.･L
datacorcap,aVchida'.であることを公転訂正 し､
て琴くと共に,本種の査畠に嘗摘 由 一氏の 由
琴示を受け如 とを軍叫 て甲氏に射り早く感謝の:･
意を衣する.′ / '･､ + Jく

こと作ら とめる.tかうこれカ畢 術上,又経済あに ､了. -/ ll
, ･'層1未:ヤ÷トyミの加等面田と氾正に関する記銃-(昭和17年10)7乃至同18甲月)I
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